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委員会Ｐｉｃｋ　ＵＰ
市
民
産
業
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
、
ま
た
は
同
意
し
ま
し
た
。

議
案
第
146
号

白
河
市
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
154
号

平
成
28
年
度
白
河
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
150
号

白
河
市
特
別
用
途
地
区
建
築
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
154
号

平
成
28
年
度
白
河
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
154
号

平
成
28
年
度
白
河
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　

一
時
借
入
金
の
最
高
額
に
1０
億
円

を
追
加
す
る
理
由
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
の
上
半
期
の
執
行
が
確

定
し
た
時
点
で
、
下
半
期
の
資
金
の

収
支
を
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
２
月
頃

に
資
金
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め

追
加
を
し
、
最
高
額
を
引
き
上
げ
る

も
の
。

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業

　

消
費
者
保
護
業
務
の
充
実
・
強
化
を
図

る
た
め
、
市
役
所
本
庁
舎
に
「
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
経
費
を
計
上
す

る
も
の
。【

生
活
環
境
課
】　

312
万
５
千
円

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
中
で
、
一
時

借
入
金
の
最
高
額
が
、
45
億
円
に
補
正
さ

れ
ま
し
た
。

事
業
内
容

　

１
．
開
設
予
定
日

　
　
　

平
成
2９
年
４
月
１
日

　

２
．
開
設
予
定
場
所

　
　
　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
１
階

　

３
．
配
置
相
談
員
数

　
　
　

３
名

　

条
例
改
正
に
伴
い
、
建
築
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
用
途
地
区
内
の

既
存
建
築
物
に
対
し
て
指
導
等
は
で

き
る
の
か
。

　

不
適
格
建
築
物
と
な
る
が
、
営
業

の
継
続
は
可
能
で
、
今
後
の
建
て
替

え
や
増
築
等
が
一
定
範
囲
ま
で
に
制

限
さ
れ
る
。

　

建
築
し
て
は
な
ら
な
い
建
築
物
の

選
定
基
準
は
何
か
。

　

都
市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
に
加

え
地
元
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
決
定

さ
れ
る
。

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

ＱＡ

　

課
税
対
象
者
に
つ
い
て

　

日
本
居
住
者
が
台
湾
に
所
在
す
る

企
業
等
を
通
じ
て
支
払
を
受
け
る
特

例
適
用
利
子
及
び
配
当
金
等
の
申
告

分
離
課
税
さ
れ
る
所
得
を
、
国
保
税

に
含
め
る
。

ＱＡ ●
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

　

放
課
後
児
童
事
業
に
か
か
る
備
品

購
入
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
後
、
東
京
都
世
田

谷
区
か
ら
毎
年
寄
付
を
頂
い
て
お
り

本
年
は
市
内
25
箇
所
の
児
童
ク
ラ
ブ

に
各
２
万
円
分
の
図
書
等
を
購
入
し
、

よ
り
良
い
環
境
機
能
充
実
に
充
て
た
。

ＱＡ


